
表－1 Ａセグメント嵌合試験結果 

供試体

№ 
試験ケ－ス 

ｼﾞｬｯｷ推力 

(kN) 

ボルト 

締結力 

(kN/本)

№1 初期締付力：正規 82 60.2 

№2 初期締付力： 大 107 81.7 
注）ボルト（M24，8･8）の許容力（= 102 kN/本）， 
  シール反発力（= 31.0 kN/本） 
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１．はじめに 

 地下鉄複線トンネル断面を対象としたスライドロ

ックセグメントの開発にあたり，継手が2段配置とな

るセグメントの施工性について，以下の開発目標を

設定した． 

① 継手の締結力は，シール反発力に比べ十分大き

な値とする．嵌合により導入される継手の締結

力が，シール反発力に負けて組立精度を確保で

きなくなることがなく，セグメントの組立時に

割れや欠けが生じる原因とならない大きさとす

る． 

② セグメント組立誤差に対して，組立可能な構造

とする． 

上記性能を確認することを目的に，Ａセグメ

ント嵌合試験およびＫセグメント挿入試験を実

施した． 

２．Ａセグメント嵌合試験 

（１）試験方法 

セグメント組立後の継手部締結力やシール材の性

状を把握する目的で，Ａセグメント嵌合試験を行っ

た．試験には，図－1に示すように，実物大Ａピース

（桁高400mm，幅1.6m）供試体を用いた．また，雄

継手のボルトが正規位置だけでなく，ボルト締付け

誤差を考慮して，0.5mm締付け過多の状態でも試験

を行った． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）試験結果 

試験の結果，表－1に示すようにジャッキ推力は82

～107kN，嵌合後のボルトの締結力は60～82 kN/本と

なった．ボルト１本当たりのシール材反発力は31 

kN/本であることから，十分な締結力が得られたと判

断した．また，図－2に示すように締結完了直前まで

ジャッキ推力は低い値を示しており，弾性部材が緩

衝効果を発揮していることを確認した． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）シール材の目視観察 

嵌合を完了した後に，継手面に貼着したシール材

を目視観察し，嵌合に伴う剥がれ，ねじれ等，不具

合がないことを確認した（写真－1参照）． 
 

 

 

 

 

 

 

キーワード：シールドトンネル，大断面，内面平滑，高速施工，セグメント継手，施工性 
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図－2 ジャッキ推力の推移（締結力:正規）

写真-1 組立後のシール材確認状況 図-1  Ａセグメント嵌合試験の概要
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表－2 Ｋセグメント挿入試験ケース 

ケース Ｂ１ Ｂ２ 

① 正規位置 正規位置 

② 
目開き 3mm
倒れ 3mm 

正規位置 
倒れ 3mm 

表－3 Ｋセグメント挿入試験結果 

試験ケ－ス 

ｼﾞｬｯｷ

推 力

(kN)

ボルト

締結力

（kN）

①
Ｂ左：正規位置 

Ｂ右：正規位置 
303 108 

②

Ｂ左：目開き 3mm， 

       倒れ 3mm 

Ｂ右：正規位置，倒れ 3mm 

239 80.9 

   注）ボルト（M24，8･8）の許容力（= 102 kN/本），

       シール反発力（= 31.0 kN/本） 

３．Ｋセグメント挿入試験 

（１）試験方法 

Ｋセグメント組立時のボルト締結力を確認する目

的で，Ｋセグメント挿入試験を行った． 

試験は図－3に示すとおり，事前にセットしたＢ１

およびＢ２セグメントの間にＫセグメントをジャッ

キで挿入することで行った．試験では，Ｂセグメン

トの施工誤差を表－2に示すように設定した．また，

Ｋセグメントの円弧が組立に与える影響を把握する

ため，セグメント外径9.8m相当のライズを設けてＫ

セグメントを「へ」の字形とした（図－4）．試験状

況を写真－2に示す． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）試験結果 

試験の結果を表－3 に示す．ジャッキ推力は 239

～303 kN，ボルトの締結力は 81～108 kN/本であった．

ボルト１本当たりのシール材反発力 31 kN/本に対し

て締結力は十分大きく，またボルトの許容力（M24，

8･8，102 kN/本）に比べて過大な締結力にはならな

かった．以上より，この程度の施工誤差が生じた場

合でも，Ｋセグメントの組立において十分な施工管

理が可能と判断した． 

また，Ａセグメント嵌合試験と同様に，図－5に示

すとおり，弾性部材が効果的に緩衝材としての役割

を発揮していることを確認した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 
実物大ＲＣ平板供試体により，2段配置仕様のス

ライドロックセグメントについて構造実験1)および

施工性実験を行い，所要の性能を確保していること

を確認した．実験にあたっては，JFE建材㈱長岡省

吾氏をはじめ多数の方々にご協力を頂いた．ここに，

関係各位に深く感謝する． 
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図-3 Ｋセグメント挿入試験の概要

図-4 Ｋセグメント形状寸法図 

 全景       切り羽側近景  

写真-2 Ｋセグメント挿入試験状況 

  図-5 ジャッキ推力のまとめ（ケース①） 
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